
学習トレーニングと転移力   

広島市、川モ「青いい′千校長 清水孝一   

共通ノ・烹をさく、■る，活発なグループ学習に接し  

たことがあ一ノたしつ あとで聞くと，先′l：はさら  

にそれを社会的（法則的）認識主まで掘り卜げ  

る学習で授業を結ばれたとか……．  

●小学校のK先生。わたしは招業の中で「感  

性」のトレーニンブに特に力を入れているの  

ですよ。教室の化びんにさされた花に，仝仁呈  

「】を向けさせ、 さあ，今‖はこの佗とわ  

．；．干しまし 上う、花はぃ†を話してし、ますカ㌔   

孝女′右の窓を，カタコトと打つ胤の音……凧  

は何を．活していますか。じっと聞し、てみまし  

ょ う……… と。  

●授業規律をきびしくトレーニングするF先  

生。授業中の正しい姿勢，発言の手順，質問  

の什〃，グループ＼【ご、考の進琉カ…等。先生は  

これをめん塞にしくむことが，逆に予どもF′1  

身の仁イ本性をたいせつにし，巨体的活動を促  

す基礎づく りにつながると言われる。   

複雑化した社会を′tきぬかねばならない一呪  

代にわいては，社会の進展や複雑さにとまど  

い挫折し，押し流されないで，「1分の考えを  

もち，l′1分としての対処の仕方のできる，た  

くましく生きぬいていく rどもの育成が求め  

られる。こうした主体的に学習する子どもの  

活動の基礎づくりへの教帥のくふうは，全生  

活・活動のLいで転移し，生きてはたらく力に  

なるのではなかろうか。  

「ぎわつし、て柁業ができなし、。）ヰ′■㌢業を考え  

るまえに，ます’生徒指やに力を入れなくては  

…… 」′ 二んなj†ぎをよく「葺】くことがある、「   

これは，11′L指導に多くの「甘題をかかえて  

悩みながら，口々悪猷苦闘するなかから．■い．て  

くる切実を叫びでf」あろうしつ   

たしかに教室内でのぎわつきがひどく，授  

業が成、㌧しにくいなかでは，学活に時間をか  

けて，′t三徒との話し合し、を深めるとか，学校  

行・恒け克夫をはかりながら…‥・… そしてまた  

末座との連携強化竿のなかで……まずイど（モノ  

たちの規律ある生活姿勢をつくノ〕て，それか  

⊥1授業を考えることも状況にJ心じてはノ必要な  

ことであるこ）しかし，よく考えてみると，授  

業と生徒指やとは 二元的なf」〔7〕でなく，学校  

′l三溝の小心ともいえる投業の［【」にこそ，r一ど  

もの乍き〃にかかわる，根源的なモ」のが包蔵  

されているように思えてならない。）   

わたしは．平素よく授業を参観し，指導者  

の講を聞く ことがある。  

●いつも静かで、楽しく撲業を進めるY先生  

は，半年のはじめ，十どもと向い合った瞬間  

から十どもの実態を見つめ，指導計画をきちん  

と立てる。さらにその中に，学習トレーニング  

の計画が必ず導入され位置づけられている。  

●ひょっと入って見たB先生の教室で，二つ  

のT業地帯を比較し，関連させながら，その  
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学級担任が行うカウンセリング   

広．鳥人∴り射行、告■肛托投 山本多喜司  

カウンセリングの光と影   

カウンセリングは，特別に悩みをも一ノてい  

るイーどもや，問題の行動をするf一どもの】、即【］  

的な指導や治酔の技術であ、）て，′、j瑞枝m什に  

は無関係であると且l、一ノてし、る人が少をくない  

はをく，‥iキ糸及f直軌を通して隼川カウンセリン  

グ侶ノ取り扱いのできる〔りは和イ「をわいて他に  

はをし、   

すlし什の行うカウンセリング」土市驚キノ・む君に  

対して一切■リノをが行うカウンセリングと同梯で  

はキく，カウンセリンブ精神に基づいた持・ヤ  

である〔。   

教科書It什で手ノ子kfイをパイプとして，ひとり  

ひとり♂）J′・とモノの能ノ」や到達せ：二丁芯じた指ユ、皐  

をカウンセリング「11Jに子】∴うことによ∴）て， ／一  

どものウ習意㍍こをかきた‾rること7ドぐきるゾ）  

である。  

学綬担任としての基本的態度   

〃攻の施．設・．潮職予教H・教1しこ土1、川行に比  

／（‾r飛鮎川1に1k否された ケ，守サトニ ー番必  

晋なのは，敦帥と十どもの「心の絆」を結／三ご  

ことである二）明るい雰匪けけ）車ノとでHで手∴も  

がねなく．言，キしあい，わりこいに分りあい，ともに  

力を合わせて伸びてし－ニうとする′ぅー川仁l気に満  

ちた1、i三組左つくることであるし 

机什斉川Iiは′、iご二級の申てり・どもと一緒にどの  

ように孝如巾として〔り人三上を′トきるか真剣に考  

えるべきである   

′ナ級二そ，教川上と－〕て手」トビもにと一ノ‾r  

も′‥iモ校′仁子．†の准票差である㌧ r巨、iモ了巨にもなると  

芋川†jの†仁きノノや与三才r情動セをlTり題にするように  

なる。「   

川越を起二したr一どもは「先′巨は俺たちの  

ことを分1一丁くれない」「どっせ俺たちはダ  

メ意ノしたから」と絶ワ川勺なご‡柴をはくし。   

カウンセリングは，†一どもを共感的に理解  

し，′受容L． r一どもの声に耳を傾ける態度が  

基本である。   

カウンセリングはけいという，誤解があるが  

木守＝ニナど車」C7）心を理解せず，信頼関係の青  

いところでの説教や指摘りがど（∩ような結果を  

招く′かはH‖JJであろう「＝ノ  

広島大学 山本多喜司先生  

たしかに，最近のように推力・非子卜神経  

症・登校挿け手などが多発車才．■】言化してくると，  

どうしても哺い影〔フ）耐が強調され，机作では  

どうにもならをい，ヤ任のカウンセラーを置  

いてその指導に圧すべきだという意兄が出て  

く る′   

重症の耳文り扱しゝは別として，ほとんどの「  

どもの問題は机圧しり指導にまたなければな［う  

ない   

本来，カウンセリングはひとりひとi）のf一  

どもの能力や他作を卜分に発推させ，樅能さ  

せるように抜上拍する働きをも→ている（＝ 旦エア1三  

′、r校′＝．1に適応しているが、よりいきいきと  

佃l性的・創造「†′りに′、い習し，清動できるように  

接助するのがカウンセリングのlりユるい槙f・何杓  

な光の面で凍る二  

学級担任の有利な立場   

テ級拍∬はrどものことも，別のことも 一  

番よく和一）てぉり，イどもと絶えず技触し，  

指導の機会に恵まれている上l乏も有利な立上凱二  

ある√ニー   

もっとも知りすぎているので敬遠されるこ  

ともあるが，個人的なカウンセリングだHで  
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の研修講座   

教自寸ンクーて㌧L 二役わ照井糾織＝け丹」i】‖j性を．・Ji訂ノるたtl≠），講座川幅，他lけ研修を圭  

施しています′J甘′・巨冊値は隼刷を前jt・）い1ノ、j照り）ノい往り tl∠J丹＝），綬圧＝（2・ニう′■」甚り）に  

分H∵＝い，」吉本い回￥・川■」仰憎、あ′hけ∵1別居軒巨ありま卜廿制にニゾ）パ町′」1二参加  

された尤′トノノし「）類は㍉領甘作ご、した 

小州に「圭一；，（うこう1子1し′）ノノがぢノ川さ′才1，どレア）冊修余」▲1′与にたノ熱1もノ）ある佃伯押し量が伍汗闇さjし  

ンし二′巨ノバハ付津村杓1日‡常イノうカ、がうことができまLた 二二こ∴ 庄川」しノ）講座にぢ州 され  

たノノし・7）！上‡且トこり 一．テHト∴細石∵∴モ寸  

きゴ三研修講座受講の感想から 王室言手書三三宣言書至言ぎ三  

◆ 新規採用教員研修講座（草根経営）  

バ」寂■巨辛Hと  一県．諭森本千恵子   

耕しい川二■〃こ二人一ノご叫ノ＝］、い■′Fびを感L、イ、「対  

みを抱う一〕一〕過ごLた使丁ハ川場㍉申出上 と  

こり．‡．「j出もIl）トり阜／こつと し‾こと仁∴トぺことがで  

－きた 特∴二1｝】1上々ご†てしノ）．；．「し合い∴土′11′し ∴  

そわ′皇：十（二粧し′くずセ〔いこな－つたれ■り仁ノ）′古．I」  

ちノ）履い合いが感じらわ，厄ノくいj’：ト」）れ′二   

「十＝が1モ亡しl′l‾メトルを 巨秒でノ上れるモノ  

J）でこ上意い、」ニレ7）二とば在りト巨、ノ仁Jけ，l′l万イ）  

し‥り イ刷か牛と ト＝を 巨秒で′上らせよ〕七‾㌻る  

廿巨’，り‘ll！ノよノ）∫iリとりに1もイ、j‾いた  

／埴いJ－・声ノj昆いJ’一≠J，・二さハ′丁さ、’ハレ7）ヘースで守二  

予？し，到辻‾トべきところに1モ＝がたどり十手く  

ことが人り」であるとし、うこと：二≠∴＝lj－いた 

◆ 新任教頭研修講座  

J斐小′辛Hと 二敢蜘′i榎野  譲   

jニニ校J二三・）ヒ弗．i君代ゾ）指1、宇〆）阜」とに 一十川」を  

終えた∴l立直卜した■臣盤は，往11「†と異ぺ去る≠ノゾ）  

ではなしゝゾ）に，二と打たに惜し⊥‾，れたのも耕  

作教畑という、り場カ、らだろうか   

′三溝後 ，杜の法域を／；、りかえ一ノてみると，  

た′ご 一点、キー緑祝う‾るにとどまり，射L純「’ト＝二体  

系的に判附するに1ミら惹か1∴∴   

教職＝≠をはし’〆ノ7～閻イ系．ミ某〆））Lノ仁ノノからけi  

いたニイHJノ‡を，ケ緩は宣昆加勺理舶甘梢廿【iとす  

るように写‡〆）たし㌧  

ll々がり！フ二さll■ゝ」モノ．ごノミ■みになるために，二の71Ⅰ  

問は川州1l〃〕川川i」であ一ノた、J   

王た∴‘辛轟汀∴守二′、■り肘、」■＝㌧hろ二王∴ ∴辛伎  

孝之7∵ノ）J▲りでムイユニと，′l∴．†1肘■州姉ノ′」、什キで  

あること・㌢上’が＝十いりト∴．ど．．満できたことは，ケ  

後ゾ）′、パ眈汁．こニナを進ふナノ了い（く 卜こ、（J）指針とキノノ   

ノ  ／  

◆ 新規採用教員研修講座（学習指導）  

川！l′卜辛校 教諭 四辻秀弘   

ケ回し／）∫溝ノ人トぐは，某ノー．三の．三省先′lニノノから〝）′仁  

きたぎk訓が放彰く聞かれ，ノく′な什・まj■∈なも〝）  

であノノた㌧：そノ）中にはl′l分バー㌧‘えをひっく り  

j昼守はど〝）教えかあノノた∴  



◆ 美術科実技講座  

．エーごj陽小ノi了二校  数．i前 行宗雅子   

「湯のみや茶わ人は’〔■fえばいい 亮一」‾しい  

ないもしノ）を作りまし Lう、」との肋言のもと  

に「たたら什川」「r：びわり」「すかし彫り」  

の投法で rl烏㍉∴∴パル）こ二音r二Lた。   

手ノどかしい 一Ijが過ぎ、友ソ）作．1～，を柑＝lで  

兄ながら帰七 

H申＝ニ1∴ノて驚いた ＝川il遥は夜レ「）うナ〕に  

熱心し′りごを結ばせて、そこには変：ざうした†′l三  

J∴カヾノ忙 ノごいたr、う～ん、こ尋t／ごカ▲‘1刷まさ  

れろノ）て寸「かくて「完成されたも山鳥牒晶．  

こ、はノニしゝ 」という．満師し∫）ことばが深く印象  

に桟一ノたノ）である 

◆ 理科実験講座  

翠町小学校  教諭 網台地妙子   

低′、j了二γ巨ソ）理科の教科＃は′Jノ上■〔や結ばかりが  

トlに一」き，」上ILtJ二なところ小l†をどう」■旨ヰすれ：土  

よいし「）か、迷√ノていた、講「111iの尤1ミノノ、′〕ノ、念  

な隼雄f・指導ノ）おかげで楽しく‘長保てき，ノ」  

巧いを一連成する遊びご二一バ、て多くレ′）ヒントを  

子三吉た〔 

富加Ilil′l句イド来しみながら教材仰′究するシ¢と  

りが、允美Lた授業をトみ川し上り丹こ十げ）如二き寺  

J’一をffてていくしりこ、こ土ノニカlろうか 

◆ 教育工学指導講座  

清和申′十村さ ．教．諭 田中重男   

「わかる授業・できる十三業」を仇ざし，授  

業改吉に椒り紺＿んで米た「   

しかし，そげ）分析・．冊出はなカーなカーノ聖、うよ  

う（二できなか一〕た′ そ／しち1呈し㌧かJ∴ 二ノ）講  

座を′意．満した∴二の講座こ、く土，柁業J■笠計〃）あ  

◆ 生徒指導講座  

竹夫小守ニf′之  ≠粍諭 曽根照三   

抑トlは広島ノ十辛げ）山本先」二から′仁わ王指導の  

／l三りノノに一ノいてソ）ト溝＿汚があり、ノ壬三f′封旨導ゾ）校  

心に触わる内プさであノノた。   

とりわH∴ t＝有的な－け倒を通しての講義は  

よく理解でき，二れからゾ）′夫昆美：二人安子是、∫′二一」  

をノのであ一ノた（ 

また，分科ご†におけるプルーフ〟議は，非  

行の現．ご「左下㍉祓功した指増車倒なとが，言．Iし合  

わゴL，ノiミfノH苫導ノ＼の人きな掃射とな一ノた 

iりノや授業う川下の〟法て宇を辛／し二三r）   

授業過程にわける評価活動の重要一作を再認  

識した．ノまた，初めて．試みたSP≠‡し7）作戌  

と分析は，授業改音♂）た〆）の「テ∴【夕処押・  

分析」にとても効柴的だと．巳、ノノたし   

この講座で辛んだことを，ニゴ1からし「け芝業  

′ノミ山！美や授業什先に ′l二かしたいと／■」■∴J∵1、ろ  
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◆ 障害児教育実技講座  

八木小学校  教諭  山田美子   

今隼初めての′受．溝であるがj乳；論だけの．満習  

よりも、わかりやすシ架しく参加できた 

l】唄、L、礼J二科的教材については，ぼんやり  

イメーンは描いていても，いぎ授業となると  

材料の選定，道1ト器其の使用法℃，l′】分で  
経験したことのノなし、教材は，ひどくと一ノつき  

にくいものである。   

今回，講座の内容は寸でそのまま教室で扱  

えると」のばかりではなか一）たがかえ－ノで」十分  

のレベルで性腺でき，熱中できたこと‾ぐ，二  
Jtからl′】分なりの授業がつくりていけるよう  

・－11t  
i一．じ、）ロ  

ヽ－－  

「  中期（夏期）の随時研修   

仙ノいグループ・j了‥校て隼が教材研甥，教材開発，研修会1十で随lけに教育センターの施  

．設・㍊備を浦川してしりとだくこと封施峠研鳩と呼んでいます。   

前期（1学期）は 811子1のノノ々が帖lけ研修をされましたが，夏州では，11二う！）名のノノ々が  

f．1川されましたト 夏宮休業1いには，天満′トナ校・砥閲L巨〃甘写の校内棚購をはしめ，′ト・  

中辛校の教育研究会，広．〔．ちゾユ童美術研′究会ノなどの研修が柿川畑二行われましたし、   

個人丈は数人のグループノによ引池畔研修としては，教材研甥，教材・動ゾ沌川三，＼’1、Ii  

教材の作戌・編集等が行われ，教育センターの職‖と具に熱ノL、に庸究を車わてわられる妻  

が人変「三Ij象的でしたr 

随時研修の感想 か ら  

町
叫
山
き
 
 

◆ 随時研修での∨TR教材作成  

机首中十甘美 ±牧諭  三木  斐  

今隼の5＝，苫㌣育センターで同じ∴封甘の川  

聞と一緒に持術・ノ束J哀不斗の金属材科人花試順  

に関する美願とVT R教材の作戌を試みた。   

牛徒にHをいかに教えていくかを小心に，  

試懐片を川いての美顔，材料研′先の後，シナ  

リオ作成，ビデオ損ト）を行－ノた．」   

、Ⅰ左派ノな施．チ貨・ ．甘備の叶で第 ▲作＝が′完成し  

たl咤は，今までのごI‡づナが忘れられる思、いであ  

一ノた。今は木二⊥領域のV「11R作成に取り組ん  

でいるところであるr」   

◆ 広島児童美術夏季講習会に参加して  

大芝小学校  教諭  黒川衣子   

二1三き牛きとしたすばらしい′一とも♂）絵を「l  

F抑二して，や－〕ぱ畑絵を描かせる事は，子ど  

もの生柿そし∩ものにかかわる人切なことなん  

1－ 5   

だと実感させられた∴ また，美技指導では久  

しぶりに絵やを持ち童ノじ、にかえ一」て描いた√ノ   

どの題材車ノ／・どもたちにやらせ〉rみたいも  

J）ばか㌢）て、あ・〕た（ 

与止たり，Jiiいたり，揃いたり，とかく，夏  

休みゆるみがちだ）た札の心に粧鮮な風を送  

りこんでくれた講習会であ一ノた 

◆ 県中学校放送コンテストヘの取組み  

祇園来車乍校 教諭  竹本裕之   

ケ【‖lのコンテストに本抜からはアナウンス，  

朗こ読，テレビ肺組制作，ラジオ斉締付別作の4  

部門に参≠し．総合1位という成績をわさめ  

ることができた、、テレビ番組制作にあたって  

は夏休みを利川して牛徒と共に教育センター  

に廿．向き，総合調整室，スタジオ，VTR編集  

機等の最新の概儲をフルに清川させていただ  

き高度な手友f市も′、iモび取ることができた「．   

ーー＿  



◆ 教員特別研修生の受け入れ   

ヰ隼度は次〃）3名（り／ノが6カ上川乱 それぞ   

れの専J－リ分ヅ′に閥寸る冊修を＝㍉てわられ   

まjl  

● f研こ「教f］く 淵11博打教諭（中広中学校）   

r一－←7 「楽しいfr研こ十の才ノヱ業キ占′）ぎして」  

● 道徳教ff 奥l小鼓洋渚打l†・盲（千川′卜≠校）   

テーマ  「道徳「」勺価仙藩▲＝村帖二把捉させ  

るための指や法に閲㌻る川究」  

● 教百」∴÷ 仰山て′トり教．論（亀崎小学柁）   

て－－r′ 「l†標遁JJkのたど）にホストテスト  

を′仁かしたブランチンケによる十習  

指や法の冊甥」  

◆ 中・四国教育研究所連盟研究発表大会   

去る1（〕Jゴ7」】，81け）両＝広丘凸ト■上孝女古セ  

ンターで仰され，、11J叶職＝2れがそれぞれグ）  

テーマで研究発出L、力」二．，、巨を‖ました）  

● 中村道徳指導上車 「金屈加」二領域にわ   

ける「失う，■三7題材のl洞先に関寸る仰究」  

● ．・ノ・．■川†f台才旨やト車 「1憶′兄障′．i；：ゾユの叩媚   

と指1．勘二間する研究」  

教 育 セ ン タ ー  ニ ュ ー ス  

◆ 教育研究生制度発足   

この制度は，8‖から1（＝】までの3カ＝問  

柁業に支障のない純l叶で在勤楼又は教子fセン  

ター1二わいて′夫椚細勺研ノ究を行うもので，維煉  

10年か上1ユ叫二の先′トを対象とし－〔います二 本  

隼度は，小′’jモ校12名，中学校4れ，高等′ナ校  

及び幼稚憧1各1名の．汗18名が「教師♂）剰■朋載  

作」「教育相究法」をどの基本研修を合州け  

‘実施した後，各l′巨り設定した研究主是勘ニ≠ノと  

づく研究に取り組／1でこられました。  

◆ 図書資料室だより ◆  

本隼度，新た：二仁二川川けを偶人しました  

′仁子′ヒ指導に「増すろド1．Iトりうち．いくつかを紹介し  

◆教養講座のお知らせ◆  

ノノ   ト   ー1  、↓  

講師 黒 羽 売   先 生  

r】本絹清和閲社編集委‖  

論説委＝  

演題 「数台n今＝「」1」．探題」  

日時 町膵‖57年11†］30rl（火）  

14：00～16：3∩  

場所 広島r†丁数育センタ「（第1研修室）  

対象 広岩月十祈、首校・幼稚園教職ぷ，  

社会教育関係職‖  

ます 

●生徒指導の基本  

●非行の社会学  

●カウンセリングと人間性  

●ソシオメトリーの理論と方法  

●精神科医のノート  

●問答式家庭の教育相談  

亡γ川 一′．4：宮  

人付肘1．′1苦  

河合隼雄斧   

＝rl■能次1‘！†；苦  

∧ 二  
三原 嘉苫  

．■．．川イく一▲郎他者‥  

●中学校教育実践講座  

第2巷 生徒指導と生徒理解  

木川達爾他編苦   

第3巷 教育相談の展開と計画  

神保†．手・他編常   

第5巷 間題行動の理解と連携指導  

神保信 イ也編苦  

●子どもの性教育一親と教師の疑問に答える  

号知性孝女子細f究全編  

＋講師のプロフィルー   

東京人ノ、iキ文十部卒業，同語審議会，中  

火教育審議会，社会教育審議会委員等を  

歴任  

……より多くのf一どもに「「′1、’上のためしり  

動機づけ」とか「感激との．リー．合い」をよ  

り配慮してやることが，今¶の教育に求  

められているものの 一つであろうし〕  

著書「教育の原ノ・∴くをさぐる」より  

編 集 後 記  

ケ回は授業中にム1†る生徒指導及び，学級机任が  

行うゎーウンセリンブを申ノい二編壊しました′、また，  

講座についての先生方の感想をご紹介しました．  

ケ綬も積柘「和二ご意見・ご感想をおよせFさい。  

6 －   


